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貞
慶
龍
華
会
願
文 

そ
の
一 

 
 
 
 
 

 

解
説 
貞
慶
は
文
治
四
年
（
一
一
八
五
年
）
か
ら
続
い
て
い
る
龍
華
会
を
更
に
発
展
さ
せ
、
元
久
元
年
（
一
二

〇
四
年
）
十
月
十
七
日
、
本
堂
に
お
い
て
龍
華
会
を
行
っ
た
。
龍
華
会
（
龍
華
三
会
）
は
弥
勒
三
会
と
も
い
い
、

五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥
勒
が
人
間
世
界
に
降
り
て
き
て
三
度
の
説
法
で
全
て
の
人
間
を
救
済
す
る
と

い
う
信
仰
に
基
づ
く
説
法
の
法
座
を
い
い
、
弥
勒
の
石
像
を
仰
ぎ
「
香
華
伎
楽
の
供
、
啓
白
呪
願
の
詞
、

一
々
の
法
式
、
予
め
（
弥
勒
）
の
当
来
を
擬
」
し
、
そ
の
下
生
を
渇
仰
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
記
さ
れ
る
弥
勒
石
像
を
中
心
と
す
る
笠
置
寺
の
有
様
、
法
会
の
様
子
は
笠
置
曼
荼
羅
と
相
ま
っ

て
弥
勒
浄
土
を
擬
し
た
当
時
の
笠
置
寺
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

笠
置
寺
縁
起
に
も
こ
の
願
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
弥
勒
如
来
感
応
抄
か
ら
引
用
し
た
可
能

性
が
強
い
。 

 

そ
の
一 

出
典 

弥
勒
如
来
感
応
抄 

東
大
寺
所
蔵 

 
 
 

解
脱
上
人
御
草 

 

花
園
大
学
所
蔵 

 
 
 

 

原
文 

 
  

  
 

原
夫
笠
置
寺
者
古
先
帝
代
所
草
創
也
其
化
人
刻
彫
之
縁
慈
尊
感
応 

之
徳
挙
世
知
識
不
須
復
説
然
則
一
踏
此
地
之
人
猶
期
内
院
之
月
常 

住
我
山
之
侶
誰
隔
下
生
之
春
但
発
心
之
道
苟
有
弘
誓
利
物
之
門
不 

如
兼
済
仍
広
博
高
大
之
殿
堂
令
人
加
財
力
華
幢
綵
幡
之
荘
厳
令
物 

結
其
縁
莫
大
之
功
不
図
而
成
左
排
経
蔵
以
納
一
代
之
聖
教
右
峙
塔 

婆
以
安
数
粒
之
舎
利
手
捧
其
経
巻
首
戴
彼
仏
骨
安
庠
進
宝
前
互
作 

歩
鶏
頭
城
之
想
渇
仰
瞻
石
像
皆
有
詣
龍
華
樹
之
喜
香
華
伎
楽
之
供 

啓
白
咒
願
之
詞
一
々
法
式
予
擬
当
来
号
之
龍
華
会
永
伝
馬
台
風
盖 

令
結
縁
之
人
知
得
脱
之
期
所
以
者
何
如
世
尊
記
我
今
弟
子
付
弥
勒 

龍
華
会
中
得
解
脱
時
不
択
像
法
末
法
幸
遇
一
代
之
化
人
不
嫌
有
戒 

無
戒
苟
列
四
部
之
数
仏
語
不
誤
我
願
何
疑
于
時
慈
尊
告
衆
可
曰
汝 

等
知
否
過
去
久
遠
有
仏
出
世
号
曰
釈
迦
牟
尼
則
是
我
等
本
師
値
彼 

遺
法
崇
吾
形
像
殊
設
無
遮
会
普
勧
有
縁
人
当
知
今
日
之
大
衆
即
皆 

往
昔
之
善
友
当
来
世
々
亦
復
如
是
付
属
有
寄
我
深
加
被
芳
縁
無
朽 

今
既
来
会
告
已
遂
説
微
妙
之
法
聞
已
速
解
無
生
之
理
設
住
他
方
之 

仏
土
乗
通
而
飛
来
設
沈
悪
趣
之
苦
域
応
期
而
得
脱
況
以
別
願
本
従 

仏
後
鳴
呼
匪
石
之
誠
與
石
像
共
峙
塵
沙
之
徳
遍
沙
界
無
盡
唯
願
三 

宝
先
果
一
事
伏
乞
冥
衆
永
護
我
山
矣 

元
久
元
年
十
月
十
七
日 

 
 

沙
門
貞
慶
等
敬
白 

 
 



 
娑
婆
界
中 

 

四
生
受
苦 

 

普
賢
劫
間 

 

千
仏
出
世 

 

釈
尊
今
為 

 

一
代
教
主 

 
 
 
 
 

慈
氏
即
彼 

 

補
処
大
士 

 

仏
欲
滅
度 

 

豫
有
遺
誡 

 

我
今
弟
子 

 

皆
付
弥
勒 

 
 
 
 
 

後
而
更
待 

 
長
夜
雖
遅 

 

悲
而
猶
喜 

 

昏
睡
欲
覚 

 

爰
有
勝
地 

 

世
称
笠
置 

 
 
 
 
 

奇
異
瑞
像 

 
 

精
霊
彰
眼 

 

誰
言
辺
土 

 

殆
超
大
国 

 

数
百
餘
年 

 

仰
烏
瑟
月 

 
 
 
 
 

白
雲
縦
埋 

 

青
石
無
朽 

 

五
十
億
歳 

 

期
龍
華
春 

 

遶
彼
蘿
洞 

 

本
有
草
堂 

 
 

庭
宇
相
接 

 

瞻
礼
失
便 

 

今
課
魯
般 

 

聊
移
礎
石 

 

広
博
之
構 

 

土
木
適
成 

 
 

功
不
輙
終 

 

多
費
人
力 

 
志
不
軽
尓 

 

皆
投
仏
界 

 

南
有
塔
廟 

 

北
有
経
蔵 

 
 

石
像
左
右 

 

宝
前
厳
麗 

 

舎
利
是
仏 

 

聖
教
則
法 

 

弥
勒
伽
葉 

 

大
小
僧
衆 

 
 

三
宝
相
並 

 

一
時
恭
敬 

 

以
報
恩
徳 

 

以
仰
引
摂 

 

以
無
相
心 

 

告
有
縁
衆 

 
 

不
只
一
朝 

 

永
伝
万
代 

 

擬
彼
下
生 

 
称
龍
華
会 

 

低
頭
挙
首 

 

各
結
来
縁 

 
 
 
 

以
此
勝
業  

 

値
鵝
王
世 

 

発
心
開
悟 

 
共
至
不
退 

 
 
 

設
有
別
縁 

 
 
 

生
諸
仏
国 

 
 
 
 

再
帰
本
土 

 
 
 

受
慈
父
化 

 
 
 

設
依
重
罪 

 
 
 

沈
三
途
苦 

 
 
 

必
答
宿
願 

 
 
 

列
聞
法
衆 

 
 
 
 

生
々
世
々 

 
 
 

有
恩
有
愛 

 
 
 

漸
々
久
々 

 
 
 

互
救
互
導 

 
 
 

能
所
悉
入 

 
 
 

普
賢
願
海 

 
 
 
 

自
他
同
到 

 
 
 

牟
尼
覚
岸 

 
 

 

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
十
月
十
七
日 

 
 

 

読
み
下
し
文 

 

内
容
は
難
し
い
が
敢
え
て
読
み
下
し
を
試
み
た
。
一
例
と
し
て
参
考
に
し
て
欲
し
い
。 

 

原た
ず
ぬ
る

に
、
夫
れ
笠
置
寺
は
古
く
先
帝
の
代
に
草
創
す
る
所
な
り
。
其
の
化
人
刻
彫
の
縁
、
慈
尊
感
応
の
徳
、

世
を
挙
げ
て
の
知
識
（
知
っ
て
い
る
内
容
）
に
し
て
、
す
べ
か
ら
ず
復
た
説
か
ず
。 

 

然
れ
ば
則
ち
、
一
た
び
此
地
を
踏
む
人
は
、
猶
、
内
院
（
兜
卒
天
に
あ
る
内
側
の
宮
殿
、
弥
勒
如
来
が
常
に
こ

こ
に
て
法
を
説
く
と
い
う
）
の
月
を
期
し
（
兜
率
天
へ
の
上
生
を
ま
つ
こ
と
）
、
我
が
山
に
常
住
す
る
侶
、
誰
か
下

生
（
弥
勒
が
こ
の
世
に
現
れ
る
こ
と
）
の
春
を
隔
て
ん
や
。
但
し
、
発
心
（
仏
を
信
じ
る
心
を
お
こ
す
こ
と
）
の
道
、

苟
し
く
も
弘
誓
（
広
く
衆
生
を
済
度
し
て
仏
果
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
仏
の
大
慈
悲
の
誓
い
）
に
有
り
。
利
物
（
衆
生

を
救
う
こ
と
）
の
門
、
兼
済
に
し
か
ず
。 

 

仍
っ
て
、
広
博
高
大
の
殿
堂
は
人
を
し
て
財
力
を
加
え
し
め
、
華
幢
綵
幡
の
荘
厳
（
重
々
し
く
立
派
な
こ
と
）

は
、
物
を
し
て
其
の
縁
を
結
ば
し
め
、
莫
大
の
功
、
図
ず
し
て
成
る
（
注
一
）
。 

 

左
に
経
蔵
を
排
（
連
ね
る
こ
と
）
し
、
以
っ
て
一
代
の
聖
教
を
納
め
、
右
に
塔
婆
を
峙

そ
ば
だ

て
、
以
っ
て
数
粒

の
舎
利
を
安
ん
ず
。
手
に
其
の
経
巻
を
捧
げ
、
首
に
彼
（
釈
迦
）
の
仏
骨
（
舎
利
）
を
戴
き
、
安
庠
（
安
詳
、

動
作
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
厳
か
な
さ
ま
）
と
し
て
宝
前
に
進
み
、
互
に
歩
み
て
鶏
頭
城
（
ケ
ー
ト
ゥ
マ
テ
ィ
ー
、
鶏

頭
末
。
弥
勒
下
生
の
地
。
弥
勒
は
鶏
頭
城
に
住
む
婆
羅
門
夫
婦
を
両
親
に
選
ん
で
出
現
す
る
と
さ
れ
る
）
の
想
い
を
作
し
、

（
弥
勒
の
下
生
を
）
渇
仰
（
あ
こ
が
れ
し
た
う
）
し
て
（
弥
勒
の
）
石
像
を
瞻
ぐ
。
皆
龍
華
樹
（
弥
勒
は
龍
華
樹
の
も

と
で
三
会
の
説
法
を
行
っ
て
衆
生
を
悟
り
に
導
く
と
さ
れ
る
）
の
春
に
詣
ず
る
の
喜
び
有
り
。 

香
華
（
仏
に
供
え
る
香
と
花
）
伎
楽
（
舞
楽
）
の
供
、
啓
白
（
法
会
の
趣
旨
を
述
べ
る
表
白
）
呪
願
（
呪
を
唱
え
て

祈
願
す
る
こ
と
）
の
詞
、
一
々
の
法
式
は
、
豫
め
（
弥
勒
の
）
当
来
を
擬
す
。
之
を
龍
華
会
と
号
し
、
永
く
馬



台
の
風
を
伝
う
。 

 
蓋
し
結
縁
せ
し
む
人
を
し
て
得
脱
（
悟
り
を
開
く
こ
と
）
の
期
を
知
ら
し
む
。
所
以
は
何
ぞ
。
世
尊
記
す
る

が
如
く
、
「
我
れ
今
、
弟
子
を
弥
勒
に
付
し
龍
華
会
中
に
解
脱
を
得
さ
し
む
。
時
に
像
法
（
仏
滅
後
、
五
百
年

ま
た
は
千
年
、
そ
れ
以
後
を
末
法
と
す
る
）
末
法
を
択
ば
ず
。
幸
い
に
一
代
の
化
人
に
遇
い
て
、
有
戒
無
戒
を
嫌

わ
ず
、
苟
も
四
部
（
四
種
類
の
信
徒
、
即
ち
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
）
の
数
に
列
す
」
と
（
注
二
）
。
仏

語
（
仏
の
教
え
）
に
誤
り
な
し
。
我
が
願
い
（
弥
勒
の
下
生
に
値
遇
し
、
龍
華
三
会
に
列
す
る
こ
と
）
何
ぞ
疑
い
や

あ
ら
ん
。 

 

時
に
慈
尊
（
弥
勒
）
、
衆
に
告
げ
て
曰
う
べ
く
、「
汝
等
は
知
る
や
否
や
。
過
去
久
遠
に
仏
の
出
世
有
り
、

号
し
て
釈
迦
牟
尼
と
曰
う
。
則
ち
是
、
我
等
が
本
師
な
り
。
か
の
遺
法
に
値
い
、
吾
れ
形
像
を
崇
む
。
殊

に
無
遮
会
（
男
女
、
貴
賤
、
道
俗
な
ど
の
区
別
な
く
平
等
に
財
施
、
法
施
を
行
う
法
会
）
を
設
け
、
普
く
有
縁
の
人
に

勧
む
。
当
に
今
日
の
大
衆
即
ち
皆
往
昔
の
善
友
な
る
を
知
る
べ
し
。
当
来
（
来
世
）
の
世
々
亦
復
す
こ
と
是

の
如
し
。
付
属
（
こ
の
場
合
、
釈
迦
が
弥
勒
に
教
え
を
伝
え
る
こ
と
を
託
す
る
意
味
）
に
我
れ
に
深
く
寄
せ
る
有
り
。

加
ふ
る
に
芳
縁
を
被
り
朽
ち
る
こ
と
無
く
、
今
既
に
来
り
て
会
せ
り
（
注
二
）」
と
。 

 

（
弥
勒
は
）
告
げ
已
り
て
遂
に
微
妙
（
奥
深
く
知
り
が
た
い
様
）
の
法
を
説
き
、（
聴
衆
は
）
聞
き
已
り
て
速
か

に
無
生
の
理
（
万
有
の
根
底
は
不
生
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
万
物
も
ま
た
不
生
で
あ
る
と
い
う
理
法
。
空
に
同

じ
）
を
解
す
。
設た

と

え
他
方
の
仏
土
に
住
す
と
も
、
道
に
乗
じ
て
飛
来
し
、
設
え
悪
趣
（
行
為
の
報
い
を
受
け
て

生
ま
れ
る
迷
い
の
世
界
）
の
苦
域
に
沈
む
と
も
、
期
（
機
会
）
に
応
じ
て
得
脱
（
悟
り
を
開
く
こ
と
）
す
。
況
や
別

願
（
仏
の
お
こ
す
特
別
の
願
い
）
を
以
て
本
と
し
仏
後
に
従
わ
ん
や
。 

 

鳴
呼
匪
石
（
節
操
堅
固
）
の
誠
、（
弥
勒
）
石
像
と
共
に
塵
沙
（
数
の
多
い
こ
と
を
表
す
）
の
徳
を
峙

そ
ば
だ

た
せ
、
遍

く
沙
界
（
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
よ
う
に
無
量
、
無
数
の
世
界
）
に
尽
く
る
こ
と
無
し
。
唯
だ
願
く
は
三
宝
先
づ
一

事
を
果
さ
ん
こ
と
を
。 

 

伏
し
て
冥
衆
に
乞
う
、
永
く
我
山
を
護
ら
ん
こ
と
を
。
敬
ん
で
白
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
十
月
十
七
日 

 

沙
門
貞
慶
等
敬
白 

 

（
注
一
）
貞
慶
は
建
久
九
年
（
一
一
九
八
年
）
十
一
月
に
「
木
瓦
葺
十
三
重
塔
」
を
建
立
し
、
塔
の
中
に
仏
舎
利
三
粒
を 

 
 
 

納
入
し
た
。 

 
 

 
 

 

更
に
こ
の
龍
華
会
の
直
前
の
元
久
元
年
十
月
十
五
日
に
新
し
い
礼
堂
を
完
成
さ
せ
て
そ
の
供
養
が
行
わ
れ
た 

 
 
 

が
、
こ
の
新
し
い
礼
堂
に
は
雅
楽
の
舞
台
を
規
則
通
り
に
配
置
で
き
る
よ
う
南
側
に
軒
廊
を
延
長
し
て
楽
所
を 

 
 
 

作
り
、
余
裕
の
で
き
た
北
側
の
母
屋
の
一
方
を
経
蔵
と
し
て
舞
曲
の
座
と
聴
聞
の
座
を
分
け
た
。 

 
 

 
 

 

こ
の
願
文
に
い
う
「
広
博
高
大
の
殿
堂
」
と
は
こ
の
礼
堂
の
こ
と
で
あ
り
、
「
左
に
経
蔵
を
排
し
、
以
っ
て 

 
 
 

一
代
の
聖
教
を
納
め
、
右
に
塔
婆
を
峙
て
、
以
っ
て
数
粒
の
舎
利
を
安
ん
ず
る
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
を
指 

 
 
 

し
て
い
る
。 

（
注
二
）
貞
慶
、
弥
勒
講
式
に
言
う
。「
仏
記
云
。
我
遣
法
中
、
持
戒
・
破
戒
・
有
戒
・
無
戒
。
皆
悉
付
嘱
弥
勒
菩
薩
。
三
会

之
中
令
レ

得
二

解
脱
一

」
と
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
娑
婆
界
（
こ
の
世
の
こ
と
）
中
の
四
生
（
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
）
苦
を
受
く
。
普
賢
（
仏
の
慈
悲
の
極
み
）
の
劫
（
長

い
時
間
）
の
間
、
千
仏
出
世
し
、
釈
尊
、
今
一
代
の
教
主
と
為
る
。
慈
氏
（
弥
勒
菩
薩
）
は
即
ち
彼
の
補
処

（
釈
尊
に
次
い
で
成
仏
す
る
菩
薩
）
の
大
士
（
優
れ
た
人
）
な
り
。 

 

仏
、
滅
度
（
釈
尊
が
亡
く
な
る
こ
と
）
を
欲
す
る
と
き
、
予
め
遺
誡
（
古
人
が
残
し
た
教
え
）
有
り
。「
我
今
、

弟
子
を
ば
皆
弥
勒
に
付
す
。
後
に
更
に
待
て
」
と
。
長
夜
（
凡
夫
が
煩
悩
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
）
遅
し
と
雖

も
悲
し
み
に
も
猶
喜
び
あ
り
。
昏
睡
の
覚
め
ん
こ
と
を
欲
す
。 

 

爰
に
勝
地
（
景
勝
の
地
）
有
り
、
世
に
笠
置
と
称
す
。
奇
異
の
瑞
像
に
、
精
霊
（
神
仙
）
眼
を
彰
す
。
誰
か

辺
土
（
釈
尊
の
現
れ
た
イ
ン
ド
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
）
と
言
う
も
、
殆
ど
大
国
を
超
う
。 

 

数
百
余
年
、
烏
瑟
（
仏
の
頭
の
も
り
あ
が
っ
た
部
分
、
こ
の
文
で
は
弥
勒
の
石
像
の
こ
と
か
）
月
を
仰
ぐ
。
縦た

と

へ
白

雲
埋
む
と
い
え
ど
青
石
の
朽
ち
る
こ
と
無
く
、
五
十
億
歳
の
龍
花
の
春
を
期
す
。 

 

彼
の
蘿
（
さ
る
お
が
ぜ
）
洞
を
遶
り
て
、
本
と
草
堂
有
り
。
庭
と
宇
（
や
ね
）
相
い
接
し
、
瞻
礼
（
礼
拝
）
に

便
を
失
す
。
今
魯
般
（
春
秋
時
代
の
魯
の
国
の
名
工
の
名
、
こ
こ
で
は
名
工
の
例
え
）
に
課
し
、
聊
か
礎
石
を
移
し
、

広
博
（
広
い
こ
と
）
の
構
（
構
造
）
と
す
。
土
木
適
成
な
る
も
、
功
輙
く
終
ら
ず
。
多
く
人
力
を
費
や
し
、
志

し
軽
尓
な
ら
ず
し
て
皆
く
仏
界
に
投
ず
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

南
に
塔
廟
あ
り
、
北
に
経
蔵
あ
り
。
石
像
の
左
右
、
宝
前
は
厳
麗
な
り
。
舎
利
は
是
れ
仏
に
し
て
、
聖

教
は
則
ち
法
な
り
。
弥
勒
伽
葉
、
大
小
の
僧
衆
、
三
宝
相
い
並
び
て
一
時
に
恭
敬
し
、
以
っ
て
恩
徳
に
報

い
、
以
っ
て
引
摂
（
仏
の
導
き
）
を
仰
ぐ
。 

 

無
相
（
一
切
の
執
着
を
離
れ
た
境
地
）
の
心
を
以
っ
て
有
縁
の
衆
に
告
ぐ
。
只
一
朝
に
不
ず
し
て
、
永
く
万

代
に
伝
へ
彼
の
下
生
に
擬
し
龍
花
会
と
称
す
と
。
低
頭
挙
首
し
、
各
来
縁
を
結
び
、
此
の
勝
業
（
す
ぐ
れ
た

行
い
）
を
以
て
、
鵝
王
（
仏
の
こ
と
）
の
世
に
値
（
仏
に
会
い
奉
る
こ
と
）
し
、
発
心
、
開
悟
せ
ん
を
。 

 

共
に
不
退
（
勤
行
を
怠
り
な
く
続
け
る
こ
と
）
に
至
り
、
設
へ
別
縁
（
特
別
な
因
縁
）
有
り
て
、
諸
の
仏
国
に

生
ず
と
も
、
再
び
本
土
（
本
仏
の
国
土
）
に
帰
し
、
慈
父
の
化
（
導
き
）
を
受
け
ん 

設
へ
重
罪
に
依
り
て
三

途
の
苦
に
沈
む
と
も
、
必
ず
宿
願
に
答
え
、
聞
法
の
衆
に
列
さ
ん
。 

生
々
世
々
、
恩
有
り
、
愛
有
り
。
漸
々
久
々
、
互
い
に
救
い
、
互
い
に
導
か
ん
。
能
く
悉
入
す
る
所
は

普
賢
の
願
海
に
し
て
、
自
他
同
じ
く
牟
尼
（
聖
者
）
の
覚
（
悟
り
の
智
恵
）
岸
に
到
ら
ん
こ
と
を
。 

 

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
十
月
十
七
日 

 
 
 

      


